
 

沿道型美観形成―１ 

京景観適合建築物 
景観ガイドライン 
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  工夫した部分の写真            町並みを含む全体写真          

 

 
 

「工夫した部分の写真」の解説 「水平庇」について 

○日本建築は軒・けらばによって、現代の建物のように「スカイライン」を外壁面の上端部（面の縁）で切らず、 

「線」によって構成しています。庇による強い陰影は日本独自の「線」のスカイラインを強調し、建物に美しさもたらします。 

○本建物はスカイラインを水平庇「線」で構成しています。また庇と外壁面との「間」にリセス（凹み）を 

設けて空と建物の「間」に陰影をつけ、「線」のスカイラインをより強調しています。 
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